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国際会議を振り返って
河原
　
弥生
ＮＩＨＵ地域研究推進センター
研究員（東京大学拠点）
二〇一五年九月一一日と一二日の二日間
にわたって、上智大学四谷キャンパスに
 
おいて、ＮＩＨＵプログラム﹁イスラーム
 
地域研究﹂東京国際会議
T
he IA
S Fifth 
International C
onference “N
ew
 H
orizons in 
Islam
ic A
rea Studies: A
sian Perspectives and 
G
lobal D
ynam
ics” （通称
IA
S Tokyo 2015 ）
が、上智大学イスラーム研究センター、早稲田大学イスラーム地域研究機構との共催
により、国際交流基金からの助成を受けて開催された。
本会議は、五年間の第二期﹁イスラーム
地域研究﹂最後の国際会議であり、第一期と通算で一〇年間におよんだプロジェクトとしては、クアラルンプール（二〇〇八） 、カイロ国際会議（二〇〇九） 、京都国際会議（二〇 ） 、ラホール国際会議（二〇一三）に続く五回目の国際会議にあたる。
会議への参加者は、参加登録者が二百余
名であり、 ﹁イスラーム地域研究﹂各拠点に属する日本の研究者が多数を占めたが、広報の成果もあり、一般からも参加者を得た。全セッションで 発表者は六九名で、海外からの出席者は、アメリカ、アルジェリア、イギリス、インドネシア、韓国、ドイツ、トルコ、ニュージーランド、パキスタン、パ㆑スチナ、フランス、マ㆑ーシア、ロシアの一三カ国 二二名であった。
初日一一日の開会式では、 （以下スピー
チ順）小長谷有紀氏（人間文化研究機構） 、寺田勇文氏（上智大学総合グローバル学部） 、桜井啓子氏（早稲田大学イスラーム地域研究機構）が挨拶の言葉を述べた。開会式に続いて二つの並行セッションがおこ
なわれ、夜に㆑セプション・パーティーが催された。一二日には、ポスター・セッションをはさんで三つの並行セッションがおこなわれ、最後に閉会式が催された。
このように本会議では、二日間で一〇の
セッションとポスター・セッションがおこなわれた。各セッションについては個別の報告にその詳細を委ねるが、会議全体を通して見ると、これまでの国際会議と比べ、規模の面ではコンパクトであったが、内容の面では大変充実していた点が特徴といえる。どのセッションも五〇～八〇人程度の適度な数の聴衆であった。概して聴衆の多くが、これまでの研究協力の蓄積により専門的な各発表内容を十分に理解しており、そのため、報告の後には、活発な質疑応答が交わされ、どのセッションも時間が足らず、休憩時間に っても議論が尽きないようであった。
また、これまでの国際会議と同様に、ポ
スター・セッションが組まれた。若手研究者一五名のポスターが対象とする地域は幅広く、アプローチも多岐に たった。なかには以前の国際会議に続いて二度目の発表をする者もおり、全体として、文系学問分野ではまだ十分に浸透しているとは言えな
第五回イスラーム地域研究

国際会議
in東京
会場となった上智大学四谷キャンパス
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いポスター発表に慣れて、発信力が飛躍的に向上しているように感じられた。
このほか、研究内容以外の面に目を向け
ると、まず、会場となった上智大学四谷キャンパスは、東京の中心に位置し、国内外からアクセスが容易で好評であった。今回は大掛かりな東京見学ツアーなどは開催されなかったが、来日した外国人研究者は、各々が自由に東京滞在――あるいはアクセスのよさを存分に活かした日本滞在――を楽しんだようである。会期の前後に関連する個別の研究会を実施した例も多くより専門的な議論をおこなう場を確保 やすかった。ただ、大学内で開催され 割には、夏休み中でもあり、学生の参加が少なかった点は残念であった。
総じて、今回の東京国際会議は、会議の
テーマ﹁アジアの視点とグローバルの動態﹂に掲げられていた通 、アジアから研究成果の発信により、従来の欧米中心イスラーム研究に新たな地平を切り開くという目的を十分に達成し といえるだろう。そして、世界各国から研究者を集め、政治、経済、宗教、社会、歴史などの多面的な視点からの考察 通じて イスラーム地域研究﹂という日本で創案された研究枠組を発展させるというプロジェクトの大きな目標についても、ネットワーク型拠点という新しい形式でおこなってきた研究活動の成果をまとめ、次の段階に進むための展望を開けたという点で大きな意義をもつものであった。
閉会式では、京都国際会議においても閉
会の言葉をいただいた
Thierry Zarcone
氏
（フランス国立科学研究センター） 、マ㆑ーシア国際 議で協力を得た
Siti R
ohaini 
K
asim
氏（マラヤ大学アジア・ヨーロッパ
研究院） 、私市正年氏（上智大学イスラーム研究センター）が閉会の辞を述べた。両ゲストからは、本プロジェクトに対する高い評価をいただき、これまで交流 深めてきた国外の研究者・機関との関係が実 結び、今後それ さらに強化していけるであろうという実感を持つことができた。
開催にあたっては、立案から各方面への
広報、会場設営に至るまで長期間にわたる準備がおこなわれ、全五拠点が協力し合った。しかし 議関連予算を管理し、会場設営をおこなう上智大学拠点に負担 著しく集中した。上智大学拠点の皆様にはこの場を借りて心から感謝の意を捧げたい。オープニングO
pening Rem
arks
井上
　
春緒
京都大学大学院アジア・アフリカ
	
地域研究研究科博士課程
オープニングでは、最初に、司会を務め
られた私市正年氏によって挨拶があった。今回の国際会議がイスラーム地域研究の開催する最後の会議であること、そしてこれまでの国際会議がクアラルンプ ル、カイロ、京都、ラホールで開かれた が述べられた。そしてその 、本会議の開催に深
く携わった三名の教授が紹介され、それぞれが約五分程度のスピーチを行った。
まず、小長谷有紀氏による歓迎の挨拶が
あった。その後、イスラーム地域研究のプログラムの共同研究機関である人間文化研究機構の組織についての概説があった。最後に本国際会議によるこの 野における研究の進展、及び研究者どうし グローバルな連携が生まれることへ 期待が述べら
 
れた。
次に本国際会議の開催地である上智大学
の寺田勇文氏から歓迎の挨拶があった。一九一三年にキリスト教徒によって創立された上智大学が国際的な視野に立って、西洋と東洋の価値を議論する場として意図されていたことが説明さ 又、ここ三〇年来、上智大学がイスラーム地域の研究積極的に取り組んできたこと ついて説明があった。最後に本大学 開催地 選ばれたことについての栄誉と関係者に対する謝
オープニングの様子
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辞が述べられた。
最後に、桜井啓子氏による歓迎の挨拶が
あった。まず二〇〇六年から始まったイスラーム地域研究のプログラムの概要についての説明があった。東京大学、上智大学、京都大学、東洋文庫、早稲田大学の六つの拠点が連携してプログラムを運営してきたこと、そし それによって生み出された多くの重要な業績について言及された。その後、これまでの国際会議の共催者の紹介と様々な形で本プログラムに関わ 国内外の研究者への謝辞が述べられた。また、今回の会議に参加するために、様々な国から多くの人々が集ったことに対して敬意と感謝が述べられた。最後に本会議を開催するために尽力された、関係者各位 感謝の意が表明された。
それぞれこれまでプログラムの運営や国
際会議の開催に携わってきてくださ方々への謝辞が述べられた、簡潔ながらも配慮あるスピーチであった。セッション
1-1
Islam
ist M
ovem
ents under the N
ew
 
Political O
rder in the M
iddle East 
and N
orth A
frica, in the W
ake of 
the “A
rab Spring”
田中
　
友紀
九州大学大学院比較社会文化学府
博士後期課程
二〇一一年の﹁アラブの春﹂から四年、
混迷する中東地域ではイスラーム主義勢力の拡大が続く。このような情勢の中で、セッション
1-1では、私市正年氏を議長、横
田貴之氏（日本大学）を司会者に迎え、﹁アラブの春﹂後の中東・北アフリカ新秩序下のイスラーム運動について 各国事例の報告および討論が行われた。
最初の報告では、白谷望氏（上智大学）
が、モロッコにおける君主とイスラーム主義政権の関係について報告した。モロッコでは、一九九〇年代 、国王の宗教的な権威と正統性を揺るがさな 範囲内においてイスラーム主義者の政治参加が可能となり、一九九七年には初のイスラーム主義政党となる公正開発党が誕生した。同党は、イスラーム的要素を希薄化し、二〇一一年には政権与党に躍進を遂げた。﹁アラブの春﹂以前のモロッコにおいて、国王は多党化する政治の﹁仲裁者﹂と て超越した存在であった。その反面、政治に混乱があった際、国王の権限によって首相
が引責辞任させられることなども頻繁に行なわれ、国民の政治離 も深刻であった。﹁アラブの春﹂後、既存の体制の脅威にならず且つ国民に人気がある公正開発党を、国王は利用価値があると判断し、また同党も国民の信頼を得るために王との協力関係を築いた。白谷氏は、このように相互利益を共有し政権を安定させている状況を、w
in- w
in
関係であると分析した。
次の報告者である、髙岡豊氏（中東調査
会）は、 ﹁アラブの春﹂後にイスラーム過激派が拡大した要因について、シリアを事例に報告を行なった。 ﹁アラブの春﹂によって、イスラーム過激派が衰退するとの楽観的な予想に反し、イスラーム過激派動きはここ数年間で更に活発化している。
まず高岡氏は、本発表で取り扱う﹁イス
ラーム過激派﹂という用語 、①自らの行動を独自のイスラーム解釈によって正当し②既存の政治制度、国境、国家に否定的な態度を取り③テロなど暴力的 手段よって政治目的を達成する組織である、と定義した。これに従えば、イスラーム過派は一元的に取り扱われなければならない。にもかかわらず、シリア紛争に関わる外部アクターは、自らの政策や外交上の目標に応じ、 ﹁過激な﹂武装勢力と﹁穏健﹂武装勢力と う区別を恣意的に行なっているという。高岡氏は、この恣意的な区別が、紛争当事者に資金 物資、人 資源の調達を容易にさせ、さらにイスラーム過激派に有利な政治的機会をも提供していることを明らかにした。
セッション1-1の様子
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最後に、
A
m
r Farouk M
oham
ed Farid
氏
（ファーティフ大学）より、 ﹁アラブの春﹂以降、エジプトのイスラーム主義勢力が分裂し周辺化した過程についての発表が行なわれた。
Farouk
氏はムバラーク体制下でキ
ファーヤ運動に参加し、ワサト党の創設メンバーでもある。二〇一二年の選挙ではシューラ評議会議員に当選 が、ムルスィーが政権を掌握 て以降は、トルコで研究をしながらワサト党の国際広報官を務めている。
発表では、まずナセル政権以降のエジプ
トにおけるイスラーム主義の歴史が概観された。次に
Farouk
氏は、エジプトのイス
ラーム主義勢力をムスリム同胞団、サラフィー主義勢力、過激派、穏健派と四つに分類し、自身が所属するワサト党については穏健派であると分析した。その理由として、同党がイスラーム主義政党の中で唯一政治方針を明文化したことなどを例に挙げた。発表の最後には
Farouk
氏より、学術
機関は民主化の過程で各国が直面した問題を分析し、その成果 国民憲章等に反映させるべきだという意見が述べられた。
ディスカッションは、
Zoubir A
rous
氏
（アルジェ第二大学）を迎えて行なわれた。まず
A
rous 氏より、 ﹁イスラーム主義運動﹂
﹁政治的イスラーム﹂ ﹁アラブの春﹂など用語や概念の確認が行われ、その後は個別に講評と質問がなされた。白谷氏に対しては、国王と公正開発党が
w
in-w
in
関係であ
るということに対して疑問 呈され、モロッコにおける王の権力は絶大であ し
野党に影響力を持つマフザンの政治的な役割も無視できないという指摘があった。髙岡氏への講評には、多少齟齬が生じていると思われる点もあったが、 ずれにしても米国が﹁穏健な武装勢力﹂と峻別するヌスラ戦線等もダーイシュとは過激派という点では変わらないと互いに確認する場面があった。
Farouk
氏に対しては、エジプトは
今後アルジェリアに類似した体制 移行するのではないかという推測がなされた。
本セッションでは、
A
rous
氏がディス
カッションの第一声で﹁コメントするのが難しい﹂と率直な感想を漏らした通り、イスラーム主義というところ 通底はしているものの、これらの事例を有機的に結びつけることは少々困難であった。しかし今回は、既存の体制 社会構造、外部介入の程度が異な 各国 イスラーム主義を半ば強引に﹁アラブの春﹂で引き寄せ、議論の俎上に載せたことに大きな意義があったのではないだろうか。セッション
1-2
The Shariʻa Courts and the Im
perial 
Ruling System
小澤
　
一郎
上智大学アジア文化研究所
本セッションは、シャリーアとそれを根
拠とする法慣習や、司法判断が行われる場としての法廷、およびそれらを包摂する国家体制といった、広い意味で﹁法﹂にかか
わる現地の様々な伝統的要素が、一九世紀以降の植民地支配とそれに伴う近代西欧的制度導入のもとでいかに変容したか（あるいはしなかったのか）という問題意識のもと、エジプト、カフカース、中央アジア、マラヤの各地域に関する報告が行われた。
第一報告﹁
C
laim
ing H
eirship: A
 Litigant 
Strategy in the S
hariʻa C
ourts of N
ineteenth-
century ﹂において、
K
enneth C
uno
氏（イ
リノイ大学）は、一九世紀後半の法廷台帳にしばしばみられる故人 少額負債にかかわる訴訟事例を取り上げ、表向きの提訴内容とは別に訴訟によって相続 の地位確立を目指す原告側の戦略の存在を指摘 法廷台帳の記録を用いて﹁制度﹂や﹁理論﹂を超えたところにある実際の法運用の在り方を解明する具体的事例を示した。また、イ
セッション1-2の様子
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ギリス支配期の法制度改革、とりわけ証拠として証人ではなく文書を重視する新たな法的手続きの確立が、文書獲得を目的とする訴訟の﹁利用﹂を促したことを指摘し、イギリス支配が人々の法へのアプローチに与えたインパクトの一端が垣間見られると結論付けた。
第二報告﹁
Shariʻa Justice in the Service of 
Em
pire: The M
ilitary- N
ative A
dm
inistration 
in R
u
ssia’s C
aucasus, 1860–1917 ﹂で、
V
ladim
ir B
obrovnikov （ロシア東洋学研究
所）は、常々その対立的側面が強調されるロシア帝国と治下のムスリムとの関係、および帝国によるイスラーム的法慣習の制度化の問題を、一九世紀後半におけるロシア統治下ダゲスタン地方を取り上げて再検討した。氏はカフカース戦争後の﹁軍事 現地民行政﹂の下での現地民にかかわる司法制度の確立とその運用を主 個々の村落などミクロな㆑ベルから考察し 現地社会からの人員供給や現地民による法廷の利用など当局と現地社会との協調的関係や、異教徒たるロシア人による支配のもと ムスリム現地民の地位を巡る問題について興味深い指摘を行った。
矢島洋一氏（奈良女子大学）による第三
報告﹁
Islam
ic C
ourts and R
ussian C
ourts in 
R
ussian Turkestan ﹂は、一八八六年の﹁ト
ルキスタン行政規則﹂制定後における、シア法廷と﹁民衆法廷﹂ ﹁民衆法官﹂とそれぞれ名を変えたシャリーア法廷・カーディーの並存の実態解明を試みたものである。慣習に基づいて現地 の問題を処理す
る﹁民衆法廷﹂に対し、ロシア法廷は﹁行政規則﹂違反や異議申し立てに基づいてその判決を破棄することが出来た。氏は、時を追うごとにロシア に基づく異議申し立てが増加してゆくことは、現地民がロシア的法秩序に組み込まれその枠組みの中で行動することになった事実を示しているとし、ロシア法廷 よる判決 それ自体シャリーアの影響力を限定したこともあわせて、ロシア革命後のソビエト法導入の基礎を準備したと結論付けた。
桑原尚子氏（福山市立大学）の第四報告
﹁
The Institutionalization of Islam
, Shariah and 
the Shariah C
ourt in C
olonial M
alaya ﹂は、
現代マ㆑ーシアにおけるスルタン 国政への﹁復活﹂という現象の歴史的背景を探るという関心から出発し、植民地期以降現代に至るイスラーム 立憲主義 問題を考察するものであった。氏によれば、イギリス統治確立の過程で在地権力者であったスルタンの権限はシャリーアと慣習法の統括に局限されたが、そ 権限は現代に至るまで憲法上保全された。また現代マ㆑ーシア法では﹁マ㆑ー性﹂と結びついたイスラームの護持者としてのスルタン 地位が、王権と政府の分離を志向するイギリス式立憲主義の枠組みの中で制度化されたが、氏は代表権や国民・議会の主権に関する議論を欠いたその憲法規定に現在におけるスルタンの政治的役割 復活の契機が内在していたと結論付けた。
上記四報告はそれぞれ、 ﹁近代﹂的法制
度ないし国家体制と伝統的社会 関係とい
う世界史㆑ベルでの重要課題を解明する上で興味深い事例を提供するものであったと評価できる。事実、討論ではイギリス支配（エジプト、マラヤ）とロシア支配（カフカース、中央アジア）の間の共通点・相違点といった大きな視野での比較の可能性や、個々の事例研究と一般化の関係など、研究上の方法論にかかわる問題提起が された。報告後の討論の時間が限定されていたこともあってこれらの点に関しては十分な議論はなされなかったが、各報告における貴重かつ興味深い指摘、および討論における問題提起を地域横断的な議 組み上げるという難事業が一朝一夕に成し遂げられるものでないこともま 事実であろう。今後の個々の研究の深化と新たな研究業績の出現を通じ、共同研究がさらに継続・発展していくことに期待したい。セッション
2-1
Interpretations, Practice, and 
Politics of M
odern H
alal M
atters
ハシャン・アンマール
京都大学大学院アジア・アフリカ
	
地域研究研究科博士課程
一日目の午後に行なわれた並行セッショ
ン﹁現代ハラール問題をめぐる解釈・実践・ポリティクス﹂では、
M
d N
asrudin M
d 
A
khir 氏（マラヤ大学アジア・ヨーロッパ
研究院）の司会・デ スカッサントのもと、イスラーム法での﹁合法 を意味する
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﹁ハラール﹂に関わる諸問題が取り上げられた。グローバルな観点から、とくに現代アジアにおけるハラールの基準や価値観などを考察するために、現代のハラール事情を比較的に検討することを目指して、マ㆑ーシア、日本、中国の三つの事例が報告された。
第一報告は、
Siti R
ohaini K
asim
氏による
﹁
N
ew
 Paradigm
s for H
alal C
om
pliance: A
 
C
ase for ‘H
alal E
xecutives’ ﹂であった。ま
ず図を用いて、食品などのハラール商品グローバルな市場が膨大な規模となっていること（二〇一四年に三兆ドル）が指摘された。この中で、ハラール基準に適合する（H
alal C
om
pliant ）市場が、ハラール認証
に対して唯一明確な指針を示すものとして重要という。マ㆑ーシアの事例では 認証
の責任と役割を果たしているのは政府機関JA
K
IM
（マ㆑ーシア・イスラーム開発局）
のハラール・ハブ・ディヴィション（
H
alal 
H
ub D
ivision ）である。ところが、ハラー
ル認証 需要が急増するとともに公認専門家の不足が生じた。そのため、二〇〇二年に﹁ハラール専門家（
H
alal Executive ） ﹂を
公的職業としてつくることになっ という。この専門家は、ＪＡＫＩＭのハラール基準に従って、企業や工場などでハラール基準を監督する公認 専門家として活動しており、その特徴や役割などについても具体的に紹介された。最後に、ハラール基準や認証制度において、 よう が今後のグローバルなハラール市場でいっそう必要となるという指摘がなされた。
安田慎氏（帝京大学）による第二報告
﹁
R
edefining H
alal in Japan: B
ridging H
ost 
and G
uest V
alues in the Japanese Tourism
 
Industry ﹂では、観光産業の視点から、日
本におけるハラール市場について述べられた。まず安田氏は、国際的な観光客の増加、その市場に関する認識の高まりがあり、そして﹁ハラール観光﹂という概念までもが生まれたことを示した。安田氏は、ハラール観光に関する先行研究の不足を指摘して、このような研究の重要性を強調したあと、二〇〇三年から日本では少子高齢化とともに観光産業と観光客誘致が盛んになり、マ㆑ーシア インドネシアなど東南アジアのムスリム観光客が増加している、と統計的な情報を交え 論じた。日本の観光関係者たちがハラールへの関心を次第に
高めた結果、二〇一〇年からはハラールコンサルタントが生まれている事情が説明され、日本における多くのハラールコンサルタントの実情が紹介された。安田氏はこの動きに対する批判などを分析し、彼らが直面している課題についても述べ 世俗化された現代日本社会とイスラーム的価値観のずれを調整する必要性を指摘しな ら、安田氏はハラールの再定義が重要であ と結んだ。
第三の報告は、砂井紫里氏（早稲田大
学）による﹁
H
alal Food R
egulation and 
C
onsum
ption in C
hina ﹂であった。砂井氏
によれば、中国におけるムスリムであるH
ui （回族）によって始められたハラール
食の話題は、大きな 民的な注目を集めるようになった。中国人口のうち三％を占めるムスリムは、主にウイグルと回族という二つのエスニック・マイノリティーに代表される。中国語で ﹁清真﹂はもとも﹁イスラーム、イスラーム教徒、イスラーム的﹂を意味しているが、近年 ﹁ハラール﹂の意味でも使われている。回族 よって広がったハラールの概念と比べ と、﹁清真﹂は清潔や良きことなどを含めてハラールより大きな概念となっているとして、 ﹁清真﹂と﹁ハラール﹂ 共通点と相違点が紹介された。地方自治体や政府でもエスニシティ性を強調して﹁清真﹂を う傾向が明確となり、その管理やハ 認証などが一九九〇年代から まるとともに、国際的な貿易やグロ バル市場 交流も盛んになっていると述べられた。ま
セッション2-1の様子
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た、このような状態におけるエスニックな㆑ベルでの経済的な影響や日常生活のなかのハラー 食についての具体的な紹介もあった。中国全体 中で ハラール料理店の分布状態についても詳しく述べられた。最後に、調査の で﹁清真﹂やハラール食の理解や実践について個々人 反応が様々であることが明らかとなったこと、それに関する規制や食品の提供者への信頼性や責任についても中国人ムスリム 大きな影響が生じてい ことが指摘された。
三つの報告のあと、フロアを交えて、パ
ネルディスカッションがおこなわ 熱心な討議のなかで、日本においてハラール食の情報への意識が高まっ いる とが感じられ、ハラールの基準をめぐる意見の相違や議論 深さも浮き彫りとな て、非常に充実した形でディスカッションが終わり、セッションも実り豊かなも となった。
近年は国際的にも、日本国内でもハラー
ル食品・製品 ハラール観光などに対する関心が高まっており、その意味 、本セッションは非常にタイムリーなものであった。報告者 、ハラール等の問題について、イスラーム法の典拠とそ 解釈という点から研究をおこなっているが そのような法学的な面と本セッションのような実践面とを交差させていく とで、より深いハラール理解につながる の強い印象を得た。今後、ハラール研究がますます発展していくことを期待したい。
セッション
2-2
Rethinking Jerusalem
 as the 
Crossroads of the ‘East’ and ‘W
est’
山本
　
健介
京都大学大学院アジア・アフリカ
	
地域研究研究科博士課程
本セッションは臼杵陽氏（日本女子大
学）による司会のもと、聖地エルサ㆑ムをめぐる政治を大きなテーマとしながら、広くパ㆑スチナ問題全体を射程とした議論が進められた。本セッション 四人の発表者は、重層的、多面的な性質を備えるエルサ㆑ムの政治問題に対して、様々な視座からアプローチしている。以下でそれぞれ 報告者による発表内容を概観 、最後に全体の議論をまとめることとし い。
第一の報告は、
A
li Q
leibo
氏（アル・ク
ドゥス大学）による﹁
El-K
hader /M
ar Jiries: 
The Trium
ph of O
rder over C
haos ﹂である。
氏の報告では、ムスリムとキリスト教徒が相乗りする形 展開される
El-K
hader/M
ar 
Jiries
の信仰実践が扱われた。
El- K
hader/
M
ar Jiries は、それぞれ、ムスリム、キリ
スト教徒が別々の伝承を信じながら、同一人物として認識している預言者／聖人であり、彼らは、互いの信仰実践から影響を受けながら、それらを混合させた独自の実践を形成していった。
Q
leibo
氏は、こうした
事例から、現在のパ㆑スチナ問題が発生する以前において、パ㆑ チナの住民は、それぞれの宗教に還元されない重層的なアイ
デンティティを持っていたと主張する。そして、これがパ㆑スチナにおける歴史的な宗教共存を支えた要因であ たと指摘した。宗教間関係をめぐる議論は、このほかにも様々なテーマに及んだが、全体を通じて、氏の長年の聞き取り調査や文献調査に裏付けされ 報告は、いきいきとした民族誌とし 極めて貴重 ものであっ 。
第二の報告は
M
i-H
ung H
ong
氏 （檀国大
学校） による ﹁
Palestine M
andate and Zionists 
Project in the B
ritish Strategy of the M
iddle 
East ﹂である。氏の報告は、イギリス委任
統治期のパ㆑スチナにおける政治を、英国外交史の観点で捉えようとす ものである。報告の大部分は、当該時代の複雑な政治展開を詳細に振り返るものであり、現代を専門とする筆者には極めて有意義であっ
セッション2-2の様子
138
NIHU Program for Islamic Area Studies Fifth International Conference 2015
イスラーム地域研究ジャーナル　Vol. 8（2016.3）
たが、時間的制約もあり、内容が一部割愛されたことは非常に悔やまれた。氏は特に委任統治期のパ㆑スチナ政治を主導したハーッジ・アミーン・フサイニーの動向に着目し、彼と南アジアのムスリム活動家との結びつきに言及したが、こうした地域をまたいだ関係性は、エルサ㆑ムがイスラーム世界 なかでいかなる位置を占めているのかを考える上で極めて重要なテ マであり、氏のさらなる研究の発展が待 れると感じた。
第三の報告は、
N
ur M
asalha 氏 （セント・
メリーズ大学） による ﹁
“Facts on the G
round”: 
Israeli Biblical A
rchaeology and the Palestinian 
H
eritage of al- Q
uds ( Jerusalem
) ﹂である。氏
は、イスラエル政府がエルサ㆑ムを占領した一九六七年以降の考古学的発掘と、それによる支配の正統化について報告を行いとくにイスラエル政府の遺跡発掘における排他性の問題を取り上げた。イスラエル政府の発掘事業は、文化遺産としての普遍的な価値を重視するものではなく、ユダヤ教の聖書的な伝統を実体化し、支配の正統性を補強することのみを目的とした政治的行動である点が指摘された。
M
asalha
氏は、
写真や地図などの映像資料 多数用いて発表をすすめ、その報告はパ㆑スチナを専門としない参加者にも理解しやすいものであったと思われる。
第四の報告は、役重善洋氏（大阪市立大
学）による﹁
U
chim
ura K
anzo’s Perception 
of N
ations and Jerusalem
﹂である。氏は、
第一にアメリカにおけるキリスト教シオニ
ズムの問題はしばしば取り上げられているものの、日本でのそれは十分に注目されてこなかったと述べる。そ て、非キリスト教国である日本において、内村鑑三などの思想はいかなる意味を持つ かといった点が検討された。詳細な議論はここでは割愛するが、役重氏は、内村の思想分析を中心に、日本の植民地主義とイスラエル建国に至るシオニズム運動がともに、西洋キリスト教勢力の人種差別的、抑圧的政策に対する反作用でありな ら、西洋的 植民主義のロジックを受容・内包していた点を指摘した。日本の事例を扱った役重氏の報告は、パ㆑スチナ問題 、帝国主義の問題して世界大 土台で捉えていく試みとて、高く評価することが出来るだろう。
以上、四者の発表の後に、長沢栄治氏
（東京大学） 、錦田愛子氏（東京外国語大学）によるコメントが寄せられた。長沢氏は、まず、日本でのパ㆑スチナ研究 取り組みについて述べた後、本セッションへコメントとして、エルサ㆑ムの政治的利用、聖地概念の問題 つい 述べ、ナラティブに関する議論やシンボル性の問題といった概念的側面を今後も続けて分析していく必要があると言及した。錦田氏も、事実確認を中心にそれぞれの報告に対しメントを加えた 、セッション 時間がそれほど残っていなかったこ もあり 受け答えは十分には行われなかった。
本セッションの報告は、考察対象の時代
や主体などが様々 異なっており、一見るとバラバラなトピック 扱っているよう
にも思われるが、こうした﹁雑多性﹂は、エルサ㆑ムをめぐる政治問題が多面的な側面を有し、その問題の影響についても、様々な領域 拡大してい という点を端的に示している。その意味で、本セッションは、エルサ㆑ムの政治問題の理解に大幅に貢献する、極めて意義深いものであった。しかし、国際会議という、様々な文化的バックグラウンドを持つ人々が集まった場でエルサ㆑ムをテーマとしたセッションが開かれながらも、そうした雑多な環境を活かした議論の時間を十分に持てなかったことは、唯一悔やまれる点であっ 。セッション
3-1
Soviet-era M
em
ories in Central A
sia
植田
　
暁
東京大学大学院人文社会系研究科
博士課程
セッション﹁中央アジアに於けるソビエ
ト期の記憶﹂は、ＩＡＳにおける﹁中央アジアのソ連期の記憶プロジェクト﹂の成果の一部である。本プロジェクトは、一般の人々が記憶するソ連期の生活を記録することを目的とし、これまでに、ウズベキスタン、カザフスタン、キルギスにおいて二○○名以上へのインタビューが実施され 成果の一部は、単著や学術論文として公表されている。
セッション冒頭、小松久男氏（東京外国
語大学）によ 趣旨説明がなされ、現代中
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央アジア社会の基盤を形成したソ連期の研究に関して、公定史学の有する問題点と、従来、一次史料の多くを行政文書に頼ってきたことの限界が指摘された。
Tim
ur D
adabaev
氏（筑波大学）の報告
﹁
D
ialogue of Past and Present in Rem
em
bering 
Soviet Past ﹂は、ソ連期の日常生活の変容
を扱い、オーラルヒストリーが、イデオロギー先行の公定史学を相対化しうることを示した。ソ連期の飢饉や粛清に代表されるトラウマ的な記憶についての調査では、調査対象者の社会的地位 民族、教育、宗教、思想、調査対象者の危機への対応によって、回想における強調点が変化し、回想の内容は取捨選択されていた。つぎに民族、宗教、共同体などに関わる回想における、
H
ybridity
という概念が提示された。
ソ連期に諸民族の混住が進んだが、ソ連崩壊による急激な変化は 人々の回想 も反映された。ソ連期の宗教生活に関しては、宗教抑圧への反感と、ベール廃止や女性教育についての好感が並存する。社会にかんしても、マハッラ制度へ 賞賛とプライバシーの不安という相矛盾 印象が語られた。結論とし 、これまで 公定史観の問題点が認識されつつも、一般の人々の記憶という情報源が十分活用さ てこなかったこと、過去と現在 関する正負の評価の並存、日常の生活水準 一般の人々記憶を強く規定することなど 提示さ
 
れた。
G
urjanat K
urm
angalieva
氏（ガーズィー
大学）の報告﹁
Soviet Legacy in M
em
ories: 
Pros and C
ons according to O
ral H
istory 
Studies in K
yrgyzstan and K
azakhstan ﹂は、
キルギス・カザフスタン両国におけるソ連期の記憶の多面性を示した。全般的な評価としては、無料教育、無料医療、 家完全雇用、統制された物価、定期的な昇給などの肯定的な側面と、言語問題、宗教問題集団化、物資不足、言論抑圧などの否定的な側面 双方が確認された。続いて ソ連の指導者それぞれについての回想が整理された。スターリンに関しては、粛清、圧、個人崇拝という否定的評価とともに、国父、規律、第二次大戦の指導者 いう肯定的な印象も保持されていた。ゴルバチョフに関する回想 同様に、 ﹁裏切り者﹂という否 ものから 自由と独立 提供者という肯 ものまで多様である。回
想には、世代意識や懐古意識、ソ連崩壊前後の政治的・社会的変化が影響を与えていることが示された。最後に、シンポジウムの二週間前に実施されたカザフスタン北西部における最新の調査結果が紹介され、新たに浮かび上がった中央アジア内の地域差が示された。
İlhan Ş
ahin
氏（イスタンブール五月二九
日大学） の報告 ﹁
R
eligious and B
elief R
ituals 
am
ong the K
yrgyz in Light of R
ecollections ﹂
は、キルギスにおける遊牧的伝統 宗教的儀礼の継承に焦点を当てた。まず、遊牧民における口承の重要性やマザールなど、本報告 キーワードの解説がなされ、続いて、オーラルヒストリー調査の成果として、ソ連期の宗教抑圧と無神論宣伝に関する多くの具体例が紹介された。ソ連期教育を受けた世代 見られる宗教への無関心、宗教意識の世代間格差について明らかにされた。一方で、ビシュケク近郊 マザールの事例を通 聖地としての機能やシャーマニズムの実践がソ連期を経て継続していたことが示され、ゴルバチョフ期以降の宗教実践の復興の実態が示された。
討論者
Susanne Fehlings 氏（テュービン
ゲン大学）は、人類学 見地からコメントを寄せ、複数の国家にまたがる調査と相互比較という本プロジェクトの意義を指摘した。オーラルヒストリーにおける、史実発掘と、調査対象者の意識 反映という二つの側面に注意を促し、さらに 言説と実践を比較することの必要性を指摘した。
討論者
A
lexander B
ukh
氏（ヴィクトリア
セッション3-1の様子
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大学ウェリントン）は、政治学の視点からコメントを付し、公定史学から捨象される一般市民の視点の発掘という意義を強調した。また、回想がイデオロギーやメディアに影響されながら、社会的に形成されるという面にも注目すべきとした。
会場からは、
N
ur M
asalha
氏が、歴史記
憶の社会性とオーラルヒストリーにおけ
 
る構築主義の適用について トを寄
 
せた。
討論者と会場からのコメントを受け、
D
adabaev
氏が、歴史学の調査として開始
された本プロジェクトが、調査事例の蓄積を通じて、歴史記憶の形成と 問題意識を導入してきた経緯を説明した。
セッション全体として、ソ連期の記憶プ
ロジェクトが、多年の調査 通じて着実な
成果を挙げてきたことが示された。広大な旧ソ連中央アジア地域における歴史記憶を系統的に蒐集・整理・分析するというアプローチは、まさに多数の研究者の多国間協力をもって始めて可能となる事業であり、そこで示された手法と成果は、シンポジウム初日の基調報告で述べられた﹁人文学の危機﹂に対する実践的な回答のひとつとなりえよう。セッション
3-2
R
edefi
ning the Total Structure of 
Sufism
神田
　
惟
東京大学大学院人文社会系研究科
博士課程
﹁スーフィズムの全体構造の再定義﹂と題された本パネルは、一九九七年に赤堀雅幸氏（上智大学）と東長靖氏（京都大学）によって発足後、 ﹁イスラーム地域研究﹂プロジェクトと合併する形で上智大学と京都大学を拠点として行われてきたスーフィズム・聖者信仰に関する合同研究の到達点を示すものである。司会に赤堀氏、コメンテーターに
Thierry Zarcone 氏を迎えた本パ
ネルでは、三人 発表者が各々、東長 の提唱するスーフィズムの三極構造の枠組みに基づき、神秘主義（Ｘ
軸） 、道徳（Ｙ
軸） 、民間信仰（Ｚ
軸）という側面に焦点
を当て、スーフィズム像の再構築を試みる明確かつ刺激的な報告を行った。
第一報告 ﹁
Sufism
 as M
ysticism
: D
evelopm
ent 
in and D
ebates on the Fanā’ T
heory ﹂におい
て東長氏は、クシャイリー（一〇七二年没） 、イブン・アラビー（一二四 年没） 、イブン・タ ミーヤ（一三二八年没）の三者によるファナー（バカー［持続］と対をなす概念）の解釈を取り上げ、その定義の歴史的変遷を追った。
クシャイリーは、スーフィズム古典理論
の体系化が進んだ時代を代表する人物の人である。彼はファナーを三つの段階に分け、そ 最終段階を自分自身 というヴィジョンからのファナーであるとし、神秘的経験に基づく 推奨した。また、イブン・アラビーは、ファナーには、罪からのファナーに始まり、神的属性すべてからのファナーに終わる七つの段階があるとした。第一段階が道徳を否定するものである一方、第七段階は存在論に基づくもので 。他方、イブン・タイミーヤは、神秘主義的な理解に基づくを否定し、道徳的なファナーのみを正当と見做した。彼はファナーをアッラー以外の①ウジュード（存在）からのファナー、アッラー以外のものを②シュフード（見ること）からのファナー アッラー以外のものを③イバーダ（拝むこと）からのファナーの三種に分け、③のみが、シャリ アに沿った宗教的ファナ である 論じた。以上三者の比較を通じ、東長氏は、ファナー論が、経験を重視する神秘主義的観念から存在論を重視するそれへと変化し、さらに、道徳的な意味合い 帯びたものへと
セッション3-2の様子
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シフトしていったプロセスを明らかに
 
した。
続く第二報告﹁
The C
hallenge of Taṣaw
w
uf 
in the 16 th- C
entury O
ttom
an Em
pire: İm
âm
 
B
irgivî’s C
oncept of Islam
ic Reform
﹂におい
て山本直輝氏（京都大学）は、カドゥザーデ運動に思想的影響を与えたとされ、しばしばイブン・タイミーヤの﹁亡霊﹂であると評されるオスマン朝期の思想家イブン・ビルギヴィー（一五七三年没） タサウウフ観に焦点を当て、道徳として スー ィズムの役割、とくに、イ ラーム改革への貢献について検証 た。
ビルギヴィーは自身の著作『ムハンマド
の道』において、イ ム・アル＝タサウウフ（タサウウフの知） 根ざ 改革を提唱した。ここでビルギヴィーは、逸脱したスーフィーを批判し、クルアーン スンナを遵守し、シャリーアを尊重し実践するスーフィ こそが真のスーフィーであるした。彼の批判は腐敗した ラマーにも及び、彼らがクルアーンの朗唱によって金品を受け取る等の不法行為をな ていることを問題視した。以上 事実から、山本氏はビルギヴィーを、アフマド・スィルヒンディー（一六二四年没）に先立つ、スーフィー改革者であると位置づけ、イスラーム改革史の再考の必要性を訴えた。
最終報告﹁
Tugh: A
 N
exus betw
een Sufi
sm
 
and Popular C
ult in C
entral A
sia ﹂において
A
lexandre Papas 氏（フランス国立科学研究
センター）は、新疆ウイグル自治区におけるトゥグの聖地化の事例を紹介し、文献
 
史料を用いて、トゥグの歴史の復元を試
 
みた。
Papas 氏はまず、一七世紀後半にチャガ
タイ語で書かれた『ホジャ・ムハンマド・シャリーフのタズキラ』の中の、仏教徒の墓がイスラーム教徒の霊廟に改築され、最後にトゥグが建てられたという逸話を紹介し、ホジャ・ムハンマド・シャリーフが生きた一六世紀には、ス フィーを出自とする者が増えつつあった東トルキスタンにおいて、聖地と旗とが切り離せない関係と化して た と結論づけた。次に、
Papas 氏
は、一七世紀前半にお るカ ュガルのナクシュバンディー教団イスハーク派の活動を記したペルシア語聖人伝『
Tadhkira-yi 
natā
iʼj al- ‘ārifi
n 』の中の、聖者イスハーク
の住処の門の前に権力者 ちが自身のトゥグをもたらした、という夢の記述から、スーフィー教団が政治的 の象徴を聖者崇拝の象徴に改変 と論じた。
コメンテーターの
Zarcone 氏はまず、東
長氏の三軸構造の定義を振り返り、本枠組みをスーフィズムの一貫性と多様性を反映したものであると評価した。東長氏の発表に対しては、スーフィズム 神秘主義的側面には、ギリシア哲学やゾロアスター教といった非イスラーム的な外来要素 影響が認められる、と指摘した。山本氏 発表ついては、ビルギヴィーが推奨す クルアーンやスンナに則ったス フィ の在り方が、ナクシュバンディー教団のような﹁ラディカル﹂あるいは﹁正統﹂なスーフィズムを生むきっかけとなった、と指摘
した。また、
Papas 氏の発表に対しては、
スーフィズムが非イスラーム的な概念や実践をイスラーム文化の中に取り入れてきた様相を示す例として評価した。その上で、タワーフ（回巡）の儀がトゥグの周 で行われるケース 紹介し、かかる状況下においてはトゥグが聖人自身 見做されていると指摘した。セッション
4-1
Renovation and N
ew
 W
aves in 
Islam
ic Socio-econom
ic Institutions: 
W
aqf, Z
akat and M
icrofi
nance
川村
　
藍
京都大学東南アジア研究所／
日本学術振興会特別研究員（ＰＤ）
本セッションは、二〇〇〇年後半から再
び脚光を浴びるようになった寄進（ワクフ）や喜捨（ザカート）に加え、新たな分野として注目されているイスラーム的マイクロファイナンスにつ て報告がなされた。
小杉泰氏（京都大学）を司会に迎え、長
岡慎介氏（京都大学） 、
N
ur Indah R
iw
ajanti
氏（インドネシア・マラ 州立工科大学 、M
oham
m
ad Soleh N
urzam
an （インドネシア
大学）の三名が報告した。
最初に小杉氏により、本セッションは、
イスラーム金融が金融商品の開発を中心とする第一段階から、イスラーム世界の発展に寄与する形でイスラーム金融がその仲介的な役割を担う第二段階に突入したことに
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触れた。本報告で伝統的な制度の復興と共に、イスラーム世界が独自に生み出した制度に着目する重要性を強調した。
第一の報告は、長岡氏により、イスラー
ム金融の新たな潮流を確認し、その一つとして、シンガポールにおけるワクフの復興を事例として取り上げた。この中で シンガポールで運用されるワクフを二つに分類し、その実態を法学派の見解や事例をもとに報告した。まず、シンガポールにおけるワクフの法制度やガバナンスについて解説し、各カテゴリーに該当するワクフの事例を取り上げた。
最初のカテゴリーは、既存のワクフ資産
を活用するワクフ制度であった。スクーク（イスラーム型証券）を発行して、既存のワクフ資産を復興 た事例をもとに、ワク
フ資産の運用方法について紹介した。
二つ目のカテゴリーはワクフ資産をリノ
ベーションないし、収益率が高い資産に変換するものである。廃屋を完全にリノベーションし、賃貸により収益が上げられる事例について紹介した。
報告を通して、イスラーム金融の発展が
新たな段階に入ったことを示しつつ 既存のイスラーム金融商品がワク 復興と発展を支える制度の一部となり、イスラーム世界のボト ・アップに貢献していることが示された。
二つ目の報告は、インドネシアの西ジャ
ワにおけるイスラーム的マイクロファイナンスに関す 報告であった。最初に、現地では中小企業や小規模なビジネスが大多数を占めるという社会経済的な理由からマイクロファイナンスがインドネシア 経済にとって不可欠である実情について触れた。そして、実際インドネシアでイス 的マイクロファイナンスを提供している金融機関の構造や関連する法令について取り上げ、イスラーム的マ クロファイナンスの実態について報告した。報告者が敢行した三五〇名近くものアンケート調査をもとに、マイクロファイナ スが裨益者の生活改善に貢献したことを実証した。また、各イスラーム的マイクロファイナンス機関から資金提供を受けた顧客の生活状況についても、アンケ ト調査内容の分析結果について取り上げて紹介した。世界的にラーム的マイクロファイナンスは新し 領域であり、インドネシアで最も発展してい
る。このことから、本報告はイスラーム的マイクロファイナンスの仕組みやその実態についてフィールドを通じて明らかにし、イスラーム金融商品が、社会福祉的な要素を深めながら、従来の金融と一線を画して独自に発展して 実態を垣間みることができた。
最後は、
N
urzam
an
氏により、ザカート
が貧困削減といった社会経済的な影響の実証について人間開発指数を用いて報告した。まず、ザカートは社会正義を体現する制度として注目されること 触れ、インドネシアにおけるザカートの法的枠組みや歴史を外観し 既存の 研究では、ザカートの裨益者を一年間だけ調査するのに対し、本研究では二年も 間対象者を追跡調査した。調査結果をもとに人間開発指数に当てはめると、ザカートの裨益者は二年目以降、平均的な人と比較する 人間開発指数が高まることを明らかに 既存の研究では、裨益者を一年だけ追跡 ためザカートによって裨益者が受ける恩恵捉えきれていないことを示しつつ、本報告ではザカートによる裨益者の生活水準が向上していることが示された。ザカートのプログラムが一貫したサービスを提供することで、ザカートの裨益者は比較的に費用を安く、かつ、効率よく資金運用できることを実証した興味深い内容であった。
質疑応答では、ワクフ、イスラーム的マ
イクロファイナンスや が近年まで、イスラーム世界とは異なる従来型金融の枠組みの中で発展してきたが、第二段階
セッション4-1の様子
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ではこれらの制度が、イスラーム金融商品を媒介にしてイスラーム世界の中で発展し社会経済的問題解決に貢献している構図を確認した。それと共に、イスラーム世界のボトム・アップに貢献するために、これらのイスラーム金融商品が発展するためのンフラ整備が追いついてない実情について議論がなされた。セッショ
4-2
C
hristians in the M
iddle East:　
Language, H
om
eland, and Identity
志賀
　
恭子
同志社大学大学院グローバル・スタ
ディーズ研究科博士後期課程
中東における国民国家は、多様な民族、
宗教、言語集団を擁する広大な地域を、国境で分断することで誕生したといえる。このようにして行われた線引きによって、イスラームが多数派を占める社会には、常に非ムスリム（マイノリティ）の処遇 関する問いがつきまとうこととなっ 。それ同時に、マイノリティ側にとっても、どのように多数派であるイスラーム社会に参加していくのかと う問いとして現れてきたといえ 。とりわけオスマン帝国支配下においてマイノリティとみなされてきたキリスト教徒たちは、国民国家を自らのアイデンティティを自由に発露できるものとして支持したという背景も存在する。
本セッションは、インド出身カトリック
宣教師
C
yril Veliath
氏（上智大学）の司会
のもと、中東におけるマイノリティのアイデンティティ獲得の過程を、彼らの言語維持活動や、故国への帰属意識から検討する研究報告がなされた。
第一報告は、三代川寛子氏（上智大学）
による﹁
R
evival of the C
optic Language and 
Pharanonism
 ( Identity) ﹂ である。キリスト
教の包含と排除が揺れ く近代中東において、コプト教徒のエジプト人としてのアイデンティティ形成について論じたものである。積極的に政治参加を行なっていることを理由に、コプト教徒はエジプト人としてのアイデンティ を持っているといわれる。この先行研究を踏まえて、三代川氏は、一九世紀末から二〇世紀初頭まで 国民国家設立期に起きた、コプト教徒による
コプト語復興運動を通して、彼らのアイデンティティを検討した。最初のコプト語復興運動家であるラディユス・ラビブ（一八六八―一九一八）は、コプト文化とコプト語は古代エジプト言語に起源があるため、コプト語を話すことこそ本物のエジプト人であると結論づけた。ムハンマド・ファディルは、現在エジプトで使われているアラビア語はコプト語だけ はなく、ギリシアに起源があるヒクソスにも由来することを明らかにし 。そこから、三 川氏は、コプト教徒のエジプト人としてのアイデンティティは、コプト教徒 はないプト人の帰属意識とは異なることに着目し、コプト人のエジプト人意識の特異性を浮き彫りにした。
第二報告は、現在のトルコからイラン北
部で日常語として話されていた リ 語の滅亡についてである。報告者
Shabo 
Talay 氏 （フ㆑ードリッヒ・ア㆑キサンダー
大学） による ﹁
Linguistic G
enocide: The C
ase 
of A
ram
aic during the Sayfo of 1915 ﹂という
報告が始まった。一九一五年に起こった青年トルコとクルド人によるシリア語話者の大虐殺と、 ﹁サイフォ（剣と う意味） ﹂と呼ばれるシリア語話者の国外追放については一般的に知られていない。主 、オスマン帝国東部に居住していたシリア教徒の日常語はアラム語であった。アラム語は七世紀頃まで、多くの地方で話されていた言語である。虐殺生存者は、国外移住（サイフォ）をすることよりも このアラム を再構築することで生き残 を図ろうと
セッション4-2の様子
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た。しかし、アラム語は七世紀にイスラームやユダヤ教といった宗教の伝播によりアラビア語やヘブライ語に取って代わられ、次第に消えていった。アラム語消滅の流に拍車をかけたのが、サイフォの時期であったということである。言語の消滅は、付随する文化の消滅をも意味する。シリア教徒がそれまで口頭で伝えてきた医学、歴史、文学、言語 をも し去ること、これこそが言語虐殺であるとタライ氏は述べた。
第三報告は、
N
aures A
tto 氏（ケンブリッ
ジ大学） による﹁
D
iaspora A
ssyrians and the 
Perceptions of H
om
eland ﹂である。ここ十
数年の間、イラク、シリア、トルコ、イランにルーツをもつアッシリア人の多くがヨーロッパに国外退去してい 。国外退去したスウェーデン在住のアッシリア人エリートを対象 、彼らの故郷観を文化 類学的アプローチで探った研究報告であった。アット氏によれば、アッシリア人にとって﹁家﹂が意味するものは、ヨーロパでディアスポラと て暮らすなかで徐々に変化していったという。アッシリア人にとっての﹁家﹂は、もはや物理的に存在する場所としての故郷のことではなく自身の心のなか 存在する概念的なものになったという。
全ての報告終了後、討議者の高橋英海氏
（東京大学）を中心に報告者、フロアとの間で活発な議論がかわされた。報告者が用いていた幾層にも積み重な （
m
ulti-layer ）
アイデンティティという概念について、フ
ロアからは層の形成過程、一枚一枚の層がもつ意味について考える必要があるという意見が出された。さらに、アイデンティティを幾層にも重なっ できたものとしてみることの危険性について指摘がなされた。先行研究で言及 れていることのみに拘泥するのではなく、研究対象か 下からの眼差し 必要性と意義が明らかとなったセッションであった。三つの報告は、ワンセッシ として一貫性があったといえよう。セッション
5-1
Transform
ation of Islam
ic Tales in 
M
odern Southeast A
sia: Local and 
G
lobal D
ynam
ism
 in Their 
R
eshaping and P
urification
水澤
　
純人
京都大学大学院アジア・アフリカ
	
地域研究研究科博士課程
本セッションは、東南アジアにおける預
言者ムハンマドの物語や終末論の語りの、一九世紀以降の変容に着目し、そ 背景を域内の社会変化（出版、教育普及）と域外との繋がりの二点から検討した。
最初の菅原由美氏（大阪大学） イス
ラー・ミウラージュ（
Israʼ M
i‘raj ）とい
う、預言者ムハンマド 旅を描写した物語が東南アジアに広まった経緯を、近代を中心に解説した。
前半は、出版物として イスラー・ミウ
ラージュの流通を可能とした、一九世紀以降の社会変化が説明された。これはイスラーム教育を施す学校の増加と、他地域（ヨーロッパ、中東）との関係の緊密化である。域外（シンガポール・ボンベイ・中東）からの出版物の輸送が可能になっ ことで、学校で使われる宗教的な出版物キターブ（
kitab ）が外からもたらされるよ
うになった。またキターブにはイスラ ・ミウラージュを描いたものも含まれ、これにより口頭と写本を通した伝統的な伝承形態は変容した。
後半は、実際にキターブとして流通した
二つのイスラー・ミウラ ジュと、そ 現代的影響が説明された。流通したイスラー・ミウラージュは、一つは当初、写本として出回り、一九世紀末からキ ブの
セッション5-1の様子
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形となった、ダウド・パタニのマ㆑ー語作品、もう一つは、二〇世紀に入り人気を博した、アフマド・アル・ダルディール（以下、ダルディール）によるアラビア語作品（Ḥ
āshiyat A
ḥm
ad al-D
ardīr: ‘A
lá Q
iṣṣat al-
M
i‘rāj lil-N
ajm
 al-D
īn al-G
hayṭī, 『アフマド・
アル・ダルディー の注釈書』 、
 以下、 『注
釈書』 ）である。いずれも一九三〇年代に入るとジャワ も出版されるようになり特に『注釈書』は現地語にも訳され、現代でも広く普及している。
最後にイスラー・ミウラージュの普及に
は、一九世紀以降の改革運動が典拠の厳密性を求めるのと異なり、原本の明証化が大きな問題とならなかったことが指摘さ
 
れた。
二人目の茂木明石氏（上智大学）は、菅
原氏が取り上げたダルディールの『注釈書』について、注釈対象となったナジム・アルディン・アルガイティー（以下、アルガイティー）の書との対比を通し、内容検討を行った。
前半は、ダルディールとアルガイティー
それぞれの経歴が踏まえられた。ダルディールについては、彼が法学者かつ民衆運動の指導者であったことと、 『注釈書』の著者である点 先行研究は着目してこなかったこと、アルガイティーについては、彼がシャーフィイー学派に属し、かつスーフィーであり、ミウラ ジュ 関する本（Ṣāḥib K
itāb al-M
i‘rāj ）の原著者であるこ
とが説明された。
後半は、 『注釈書』とアルガイティーの
著作の相違が、対応する部分のテクストの比較を通し検討された。そして、 『注釈書』は、余白にアルガイティーのテクストをそのまま記述した箇所もある一方、全体として後者の要諦を述べる傾向にあることが示された。
最後に今後の課題として、 『注釈書』が
インドネシアで普及した背景と、他に普及した物語との比較 検討が挙げられた。
三人目の
Pram
ono
氏（アンダラス大学）
は、預言者ムハンマドの生誕祭（マウリド、
M
aw
ild ）に関する西スマトラ・ミナ
ンカバウの知識人の言説を、著作物を通し検討した。
前半は、著作物を 種類
―
アラビア語
の写本、現地語の写本、マウリドの是非を議論した出版物
―
に類型化した上で、そ
れぞれ 概要が説明された。
後半は、上記の類型の内、後者二つに該
当する代表的な作品を取り上げ 現地のマウリドを巡る言説が検討された。現地語の写本では、預言者の誕生を祝う重要性が書かれ、マウリドが現世と来世の祝福をもらすと説かれていたとする。一方、マウリドの是非を議論した出版物では、若い世代によるマウリド批判と、旧世 によるマウリド擁護という、対照的な見解が述べられていたことが指摘さ た。
最後にマウリドを巡る議論は、出版物と
口頭双方を通して行われ、マウリド 知識人の見解の相違が表面化する事象となっていたことが示唆された。
四人目の川島緑氏（上智大学）は、マラ
ナオ語著作物を通し、終末論の語られ方とその変化の背景を論じた。特に禁忌との関連で、女性の道徳の語られ方に着目した。
前半は、マラナオのムスリム社会を検討
する上で、一九六〇年代半ばから七〇年代初頭にかけての変化が重要であることが説明された。これは、フィリピン・ムスリムの中東留学が五〇年代に始まり、六〇年代から本格化すると共に、帰郷したムスリの改革運動がその頃から開始されたからである。終末論をはじめ する宗教的物語変化も、この改革運動 文脈に位置づけられるとす
後半は、一九三〇年代から七〇年代にマ
ラナオ語で書かれた五作品が検討された。ここでは女性の道徳が、一九六〇年代までは夫婦関係を中心に論じられてきた一方、七〇年代に入ると内戦の影響を受け、夫への服従より内戦への支持が重要と説かれるようになったことが指摘された。
最後にマラナオにおける終末論の語り
は、マラナオの自律した出版・流通事情を反映し、出版人や読者の好みを反映し作られている点が特徴的であると指摘された。
以上、四名の発表者により、東南アジア
における物語の伝承を中心とした信仰実践の概要と、その変容の背景が詳説され 。質疑では、個々の発表内容に関し具体的な情報や発表者の見解が求められた。一方、筆者は、 『注釈書』へ 着目という点で話題が連続した菅原・茂木両氏の発表と、時代・地域・対象が部分的に異なる後半二発表の繋がりが十分に捉えられなかった。本
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セッションは対象地域も検討する時代区分も広範に渡るため、東南アジア地域外を専門とする聴衆にはより丁寧な説明が求められたと考える。今後、各地の物語伝播に関するより詳細な研究を通し、地域ごとの特徴と東南アジア全体の共通性についてより明確な全体像の解明がなされ ことを期待したい。セッション
5-2
Rethinking the Pre-M
odern Islam
ic 
States
荒井
　
悠太
早稲田大学大学院文学研究科
博士後期課程
﹁前近代イスラーム国家再考﹂と題された本セッションでは、佐藤健太郎氏（北海道大学）を司会とし、
Essam
 Fahim
氏（ラ
ホール経営大学）をディスカッサントに迎え、三名の報告者―清水和裕氏（九州大学） 柳谷あゆみ氏（東洋文庫） 、谷口淳一氏（京都女子大学）が登壇した。本セッションはイスラーム地域研究プロジェクトの一環として長年継続されてきた﹁イブン・ハルドゥーン自伝読書会﹂ ﹁イブン・ファドル・アッラ ・ウマリ 原典講読会﹂の成果を含み、前近代のイスラーム王朝における﹁権威﹂の在り方を複数の側面から捉えたもので、テクスト講読 堅実な成果を示すものといえる。
清水氏による第一報告﹁
The C
olor Black 
under the A
bbasid C
aliphate ﹂では、アッ
バース家がシンボル・カラーとして用いた﹁黒﹂を中心に、初期イスラーム時代における﹁色﹂の象徴性が検討された。アッバース朝運動の指導者達が黒衣や黒旗を用いたという史家の記録、中国の史書『資治通鑑』のなかで、タラ 河畔の戦いの記述に現れる﹁黒衣大食﹂ 述等を紹介した後、一〇世紀 官僚ヒラール・サービー記述に基づき、アッバース朝宮廷の慣行と﹁黒﹂の関わりが示された。 ﹁黒﹂の使用はアッバース家の人々と高級 に限られ、王朝支配を喧伝するプロパガンダ的性格を帯びたものであったと指摘され 。
さらに報告はアッバース家以外の人々に
も及び、マムルーク朝時代の官僚ウマリーの記述、預言者一族や教友達と色の関わり、アッバース家に敵対するアリー家やマイヤ家が白を象徴としていた点にも言及し、 ﹁黒﹂はアッバース朝カリフ権への帰属乃至服従を示す装置として機能していたと結論された。
柳谷氏による第二報告 ﹁
D
om
estic C
aliphs 
in 14th-century M
aghreb and al-A
ndalus: A
n 
U
nderstanding of ‟C
aliphˮ by Intellectual Ibn 
K
haldun and H
is C
ontem
poraries ﹂ では、 『イ
ブン・ハルドゥーン自伝
―
彼の東西の旅
の記録』に引用される書簡・詩・演説文中の﹁カリフ﹂の語の多様な用例が分析された。イブン・ハルドゥーンが生きた一四世紀当時 北アフリカ・イベリア半島はハフス朝、ザイヤー 朝、マリーン朝、ナスル朝そしてマムルーク朝が支配していたが、これらの王朝支配者は﹁カ フ﹂や﹁信徒の指導者﹂ ﹁ムスリムの指導者﹂等 称号を各々の規範に従って用いていた。柳谷氏は支配者間でやり取りされる外交文書中の用法から、 ﹁カリフ﹂の称号の内輪的性格を指摘し、こうした認識はイブン・ハドゥーンや同時代 知識人達 間で広く共有されるものであると指摘した。こうし国内向けの﹁カリフ﹂称号の使用法は、支配者一族の出自 アラブに求めるマグリブ・アンダルス諸王朝に特有の傾向とも関連付けて理解される。アッバース朝の滅亡以降イスラーム圏におけ 王朝の正統性や権威の在り方が変容していくなかで、 ﹁カリフ﹂の称号は
‟D
om
estic ˮ な用法を新たに
セッション5-2の様子
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獲得したのである。また本報告は、 『自伝』の持つ史料的価値を新たな側面から提示したという点で、イブン・ハルドゥーン研究史の上でも重要な示唆を含むものである。
谷口氏による第三報告
 ‟The W
orldview
 
of the B
ahri M
am
luks as show
n in D
iplom
atic 
C
orrespondenceˮ
は、マムルーク朝期の三
人の官僚：ウマリー、イブン・ナーズィル・ジャイシュ、カルカシャ ディ 手になる行政便覧を史料として、当時の国際社会におけるマムルーク朝の世界観を明らかにする試みであった。氏は 料中の外交文書の様式 着目し、マムルーク朝スルタンから各地の支配者 有力者に宛てた外交文書で用いられる形容辞の意味を比較検討することによって、マムルーク朝ス タンが中世イスラーム圏 おける自身の地位をいかに認識していたかを読み解いた。これらの敬称の用法はイスラーム的価値観のみに依拠するものではなく、一四世紀の政治的状況が反映されたものであると結論さ
 
れた。
以上の三報告の後、
Essam
 Fahim
氏によ
る総評と質疑に移った。氏は社会や権威の在り方を歴史的に捉える上での文献学の重要性、アラビア語史料の翻訳事業 基づく個別の研究をいかに普遍的な問いへと昇華し得るか、といった大きな内容か 、個々の報告内容に関す ものまで示唆 富むコメントを提示し、活発な意見交換がなさ
 
れた。
本セッションは、支配者の称号と権威
問題に異なる史料・視点 ら切 込むこ
で、その在り方を多面的に提示したとい
 
う点で、大いに意義深いものであっ い
 
える。ポスター・セッションPoster Session
徳原
　
靖浩
ＮＩＨＵ地域研究推進センター
研究員（東洋文庫拠点）
ＩＡＳ国際会議では、二〇〇八年のクア
ラルンプール会議以来、毎回 スター・セッションを開催してきた。人文社会系の学術大会におけるポスター・セッションといえば、中東関係では日本オリエント学会が二〇〇八年（第五〇回大 ）から行っている例があるものの、その発表の殆どは考古学分野が占めている。ＩＡＳ国際会議のポスター・セッションは イスラーム地域研究分野で行われるものとしては他に例がなく、若手研究者が国際的な舞台で発表する場として定着している。
今回のポスター発表者は、神田惟（敬称
略、以下同様） 、小澤一郎、須永恵美子水澤純人、野口舞子 山本健介 森山拓也、二ツ山達朗、荒井悠太、志賀恭子、川村藍、ハシャン・アンマール 井上貴恵、田中友紀 井上春緒の一五名で 所属の内訳は、大学院生が一三名（内、学振ＤＣ二名） 、ポスドクが 名（内、学振ＰＤ一名）であった。
ポスターの主題は、広義の歴史に関する
分野のものが多いが、その扱う内容は政治、社会、経済、軍事、教育、思想、音楽、美術、文学と多岐にわたる。また 研究対象地域も マ㆑ーシア、カシミール、インド、パキスタン イラン トルコ パ㆑スチナ／イスラエル、ドバイ、リビア、チュニジア、モロッコと、東南アジアから北アフリカに及ぶ広い地域をカバ しており、 ﹁イスラーム地域研究﹂の多様性を反映するものとなった。
ポスターの掲示方法は、Ａ０版ポスター
ポスター・セッションの様子
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（事務局で印刷）をパーティションパネルに貼り、一二―三〇二号教室内に、壁に沿って並べるという形で行われた。掲示は会議一日目（一 日）から自由に見ることができ、会議二日目（一二日）の一五時〇五分から五五分までは、発表者が 堂に会して口頭でプ㆑ゼンテーションを行った。プ㆑ゼンテーショ は、最初の二〇分間で発表者が一人ずつ自己紹介を行い、その後三〇分間のコアタイムでは、来場者が自由にポスターを見て回り、適宜発表者が口頭で説明を行った。
ポスター・セッションという発表方法の
メリットの一つは、現在進行中の研究や部分的な成果を手っ取り早く公 、研究をアピールできるという点である そ ために、見る人の関心 引き、研究内容を分かりやすく伝えるよう、文字の大きさや間、フォントの種類、㆑イアウト、色使いなどの要素が非常に重要になる。
今回掲示されたポスターは、図表を活用
して要点を箇条書きで整理したものから、雑誌記事のように文章を多く読ませるものまで、手法も内容も様々で見応えがありそれぞれにデザイン面での工夫が られたが、全体に共通して、結論や論旨 明確な研究ほど㆑イアウト構成も論理的ですっきりとしており、論点を分かりやすく提示るのに成功していると感じた。
論文やスピーチと異なるポスター・セッ
ションのもう一つの利点は、発表者と聞き手が直接かつ双方向的な対話によって議論を深め、双方が新たな知見を得ることがで
きるということである。この面では、発表者（と聞き手）の振る舞いや話し方などの要素が大変重要であることは言うまでもないが、ポスターの設置方法や会場の空間が果たす役割も無視できない。今回のセッションには この面 いくらか改善 余地があるように思われたの 、運営委員会の一員としての反省の意もこめて、この点について触れておきたい。
一つは、会場の広さが十分でなかったこ
とである。自己紹介の場面では、小さな会場のほうが次々に発表できると うメリットがあるが、多くの参加者が入場して発表者全員 同時に説明を行うコアタイムでは、若干窮屈に感じられた。
もう一つは、ポスターを見る時間が十分
でなかったことである。今回は文章を読ませるタイプのポスターも少なくなかっが、メインのセッションと昼食時間のほかに空き時間が殆どなかったため、多くのポスターをじっくり見たり読んだりす ことができた人は少なかったのではないだろ
 
うか。
これらの点は、会場の構造や会期の短さ
により致し方ない面もあるが、縮刷版を予め配布したり、コア イム以外の時間は廊下や踊り場などのより人の目に付く場所に掲示したりすることで、時間や 間の不足を補うことができるだろう
人文学分野のポスター・セッションの発
表方法についてはこれといっ 定石く、掲示終了後は見ら なく ることが多いため、手本となる例の蓄積も少 い。過
去の国際会議のものも含め、発表者の許可を得てポスター画像をウェブサイトに掲載したり、ポスター作成に使用したアプリケーションやフォントなどの情報を共有したりすることで、他の人文系学会や後進の研究者にとっても参考になり、ポスター・セッションという発表形式 普及にも役立つのではないだろうか。ＩＡＳが蓄積してきたノウハウは貴重なものであるので、今後も何らかの形で受け継がれて行くことを期待したい。クロージングClosing Rem
arks
森山
　
拓也
同志社大学大学院
	 グローバル
・スタディーズ研究科
会議のクロージングでは、
Thierry Zarcone
氏、
Siti R
ohaini K
asim
氏、私市正年氏の三
名が挨拶と成果の報告を述べた。
まず
Zarcone
氏は、この会議で興味深
かったこととして、日本、インドネシア、シンガポールなど東アジア スラームについての研究発表 多かったことを挙げた。各セッションでの研究発表や、日本人学生らによるポスタ 発表の質の高さに対しても感心が示された。
今回の国際会議はそのタイトルにも示さ
れているように、イスラーム地域研究 新しい地平を探求した。参加者たちの多くは、イスラーム地域の現代における現象を
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研究対象としていた。研究対象地域はムスリムが多数を占める国、ムスリムが少数派として存在する国、西洋、東洋に広がり、テーマもイスラーム主義運動 アラブの春とその後、ワクフとイスラーム銀行、文化的アイデンティティと記憶、中東のキリスト教徒など多様であった。いくつかのセッションでは、現代の現象を分析するた に歴史研究が重要な役割を果たすことや 過去についての研究が未来 展望 可能にすることが示された。
K
asim
氏は、マ㆑ーシア大学を代表して
会議へ招待を受けたことに謝辞を述べ 共に研究に取り組んだメンバーや、行き届いた対応をしてくれた会議運営スタッフへも
感謝を述べた。内容の濃い研究発表に加え、旧友との再会や、新し 出会いも楽しむことができた。
最後に私市正年氏は、今回の国際会議の
成果や、イスラーム地域研究の考え方について述べた。今回の会議の目的の一つは、中東と西欧世界の間にある溝を埋めることであった。そこにパキ タン、インドネシア、マ㆑ーシア、韓国などのアジア諸国からも大勢の参加者が集まり、アジア以外国々からの参加者と共に研究発表や議論行ったことは きな成果である。ポスター・セッションを中心に大勢の若手研究者が発表を行ったこと 、若手研究者 イスラーム理解の機会を提供すると う会議の目的も達成され 。
イスラーム地域研究プロジェクトは
一九九七年から続いてきたが、イスラーム地域研究という枠組みは世界ではまだ一般的ではない。私たちはイスラーム地域研究の意味について議論を続けてきたが、コンセンサスを得ることは難しい。このことについては私市氏から、日本のイスラーム地域研究の創始者といえる佐藤次高氏が、イスラーム地域研究は宗教の視点だけでなく、文明の視点から見る必要があり、また現代研究だけでなく、歴史研究とし も行われる必要があると述べていたこと 紹介された。今回の会議 は現代的テーマ 歴史的テーマの両方について多 の発表や議論が行わ 、イスラーム文明につい の理解を深めることができた。
最後に、全ての発表者や会議運営に携
わったメンバーの貢献、人間文化研究機構、国際交流基金、早稲田大学、上智大学からの資金的協力に対して謝辞が述べら
 
れた。節目となる第五回国際会議に参加して
野口
　
舞子
お茶の水女子大学人間文化創成科学研究科
博士後期課程
本報告では、東京国際会議のプログラム
に沿って内容を概観し、本会議に参加した感想を記すこととする。
国際会議初日は、開会式でこれまでの国
際会議の経緯を踏まえ開会が宣言されたのち、早速各セッションが始まった。セッションの枠は初日 二つ、二日目に三つ設けられ、各枠に二 並行して行われたため、二日間で一〇のセッションが行われた。今回の国際会議はイスラーム地域研究プログラムが始まってから一〇年目、国際会議としては五回目という節目の年に相当するだけでなく 本地域研究のプログラムの最終年度にあたる。こ ため、過去の活動ふまえ、こ までに培った経験を発展させた報告もみられた。
初日の二セッションの後、四ツ谷駅前の
スクワール麹町に会場を移動して懇親会が催された。七〇名近くが参加し、この会議を機に新しく知り合った研究者や、久しぶりに会う研究者と和やかに意見交換を
クロージングの様子
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様子がうかがわれた。懇親会では海外の研究者が一人一人紹介され、これに華やかな食事（すべてハラールとのことであった）が加わり、主催者の歓迎の気持ちが溢れる会となった。今や世界的に有名な日本食や、皆 安心して食せる 食というのは、海外からの参加者をもてなす上で重要な要素であることを感じた。
二日目は三つのセッションおよび、ポス
ター・セッションのコアタイムが設けられた。その後、閉会式もほぼ定刻通り行われ、二日間の国際会議が閉幕した。なお、参加者に関しては 日本での開催ということもあり、多くは日本人研究者であったが、海外からも発表者・ディスカッサン
 
トとして広範な国や地域の参加者がみら
 
れた。
以下では、本会議に参加した感想を述べ
たい。今回、報告者は全体の半分 五セッション、計一六の を聞くことができた。対象とする内容や時代地域も多岐にわたり、国際会議のタイ ル通りイスラーム地域研究の展望や新しい方向性がうかがえるものだっ このように、異なるテーマのセッションをはしごすることで、イスラーム地域に関する多岐にわた 報告を一度に聞くことができたのは うした機会ならではといえる。エルサ㆑ムを再考するセッション
2-2のような歴史的・通時的な
テーマや現代的な問題関心に通じるテーマなどが多く見られ、多角的なアプローチや議論のダイナミズムに感銘を受けると共に、報告者自身の研究 対してもインスピ
㆑ーションがわくこともあった。これらに加え、ポスター・セッションや懇親会と多くの企画が組まれ、充実した会議であった。ただ、あえて言えば少々過密なスケジュールだったように思われた。特に二日目は、移動等を挟むとほとんど休む時間ないように感じられた。これはおそらく、全体的にプ㆑ゼンテーションやコメントに時間をかけ、質疑が休憩時間にず こ でしまうことが度々あったから と思われる。質疑で議論を深めたいと思ってもその時間がないことが何 か り、その点は残念であった。
また、報告者が参加したポスター・セッ
ションについても少し触れておきたい。報告者にとって、英語でポスターを作成することは初めてのことで戸惑うことも多く、もう少し納得のいくものが きたのではいかと反省点も多い。自戒を込めて記せば、全体的に観る側へ配慮があるポスター、遠くから見て 研究の流れが容易に掴めるような㆑イアウトという点では改善の余地があるように思われた。ポスター形式の利点は、観る側は一度に多くの報告を見ることができ、報告者側も多くの人と質疑が可能であること、あまり関係ない分野の研究者にも感心をもってもらう契機が得られるといった点であり（報告者も今回それを痛感した） 、有効な報告手段であることは言うまでもない。 うしたポスター報告の機会はまだ多くないが、今回の経験を活かす いう意味 、今後 ポスター報告に積極的に参加していき 他方 、
レセプションの様子② レセプションの様子①
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会議終了後の集合写真
若手研究者が主体である同セッションで感じたのは、若手研究者の英語力の高さである。みな積極的に自身のポスターをアピールしており、多くの刺激を受けた。
最後に、閉会式における私市正年氏
の
’Islam
ic A
rea Studies’ に関する故佐藤次
高研究代表の逸話を盛り込んだ﹁イスラーム地域 とはなにか﹂という問いかけは、非常に印象的であった。これまでの活動を振り返り、今後を見通すこと できた閉会式であったと思われる。以上、雑駁な報告となってしまったが、新しい人脈や研究への展望など、色々 得ること 多い国際会議であった。参加者も多いなか、きめ細やかな事前準備と当日の差配をして下さった上智大学拠点 早稲田大学拠点を中心とする実行委員会メンバーに謝意を表し、報告の結びとしたい。
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Korea)
Palestine Mandate and Zionists Project in the British 
Strategy of the Middle East
3. Nur Masalha (Professor, St. Mary’s University, U.K.)
“Facts on the Ground”: Israeli Biblical Archaeology and the 
Palestinian Heritage of al-Quds (Jerusalem)
4. Yoshih i ro Yakushige (Research Fel low, Osaka City 
University, Japan)
Uchimura Kanzo’s Perception of Nations and Jerusalem
―Discussant―
Eiji Nagasawa (Professor, University of Tokyo, Japan)
Aiko Nishikida (Associate Professor, Tokyo University of 
Foreign Studies, Japan)
Session 3-1
Soviet-era Memories in Central Asia
―Convenor―
Hisao Komatsu (Professor, Tokyo University of Foreign Studies, 
Japan)
―Speakers―
1. Timur Dadabaev (Associate Professor, University of 
Tsukuba, Japan)
Dialogue of Past and Present in Remembering Soviet Past
2. Guljanat Kurmangaliyeva Ercilasun (Associate Professor, 
Gazi University, Turkey)
Soviet Legacy in Memories: Pros and Cons according to Oral 
History Studies in Kyrgyzstan and Kazakhstan
3. İlhan Şahin (Professor, Istanbul 29 Mayıs University, 
Turkey)
Religious and Belief Rituals among the Kyrgyz in Light of 
Recollections
―Discussant―
Susanne Fehlings (Post Doctoral Fellow, Universität Tübingen, 
Germany)
Alexander Bukh (Senior Lecturer, Victoria University of 
Wellington, New Zealand)
Session 3-2
Redefining the Total Structure of Sufism
―Convenor―
Masayuki Akahori (Professor, Sophia University, Japan)
Yasushi Tonaga (Professor, Kyoto University, Japan)
―Speakers―
1. Yasushi Tonaga (Professor, Kyoto University, Japan)
Sufism as Mysticism: Development in and Debates on the 
Fanā’ Theory
2. Naok i Yamamoto (Doctora l Cou rse St udent , Kyoto 
University, Japan)
The Challenge of Taṣawwuf in the 16th-Century Ottoman 
Empire: İmâm Birgivî’s Concept of Islamic Reform
3. Alexandre Papas (Research Fellow, Centre National de la 
Recherche Scientifique (CNRS), France)
Tugh: A Nexus between Sufism and Popular Cult in Central 
Asia
―Discussant―
Thierry Zarcone (Senior Researcher, Centre National de la 
Recherche Scientifique, France)
―Chairperson―
Masayuki Akahori(Professor, Sophia University, Japan)
Session 4-1
Renovation and New Waves in Islamic Socio-
economic Institutions: Waqf, Zakat, and 
Microfinance
―Convenor―
Yasushi Kosugi (Professor, Kyoto University, Japan)
―Speakers―
1. Shinsuke Nagaoka (Associate Professor, Kyoto University, 
Japan) 
The Relationship between Islamic Finance and Traditional 
Economic Institutions in Singapore: Revitalization of Waqf 
and Its Potential to Transcend the Financialization of Islamic 
Economics
2. Nur Indah Riwajanti (Lecturer, State Polytechnic Malang, 
Indonesia)
What Role Islamic Microfinance Institutions Can Play in 
Socio-economic Development in Indonesia?
3. Mohammad Soleh Nurzaman (Lecturer, University of 
Indonesia, Indonesia)
Evaluating the Impact of Productive-based Zakat by Human 
Development Index at Household Level: An Empirical 
Finding
―Chairperson―
Yasushi Kosugi (Professor, Kyoto University, Japan)
Session 4-2
Christians in the Middle East: Language, 
Homeland, and Identity
―Convenor―
Hiroko Miyokawa (Research Fellow, Sophia University, Japan)
―Speakers―
1. Hiroko Miyokawa (Research Fellow, Sophia University, 
Japan) 
Revival of the Coptic Language and Pharaonism
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第五回イスラーム地域研究国際会議in東京・プログラム
New Horizons in Islamic Area Studies
Asian Perspectives and Global Dynamics
September 11-12, 2015
Yotsuya Campus of Sophia University, Tokyo, Japan
  Opening Remarks  
Yuki Konagaya (Executive Director, NIHU, Japan)
Takefumi Terada (Dean, Faculty of Global Studies, Sophia Uni-
versity, Japan)
Keiko Sakurai (General Director, NIHU program for Islamic 
Area Studies, Japan)
Session 1-1
Islamist Movements under the New Political 
Order in the Middle East and North Africa, in 
the Wake of the “Arab Spring”
―Convenor―
Masatoshi Kisaichi (Professor, Sophia University, Japan)
―Speakers―
1. Nozomi Shiratani (Doctoral Course Student , Sophia 
University, Japan)
Possibilities of Creating a “Win-Win” Relationship between 
the Moroccan Monarchy and the Islamist Government
2. Yutaka Takaoka (Senior Researcher, Middle East Research 
Institute of Japan)
Problems After the “Arab Spring”: “Extreme” Militants and 
“Moderate” Militants
3. Amr Farouk Mohamed Farid (Graduate Student, Fatih 
University, Turkey)
Islamic Forces from Insulation to Isolation: Future Insights 
from an Egyptian Empirical View
―Discussant―
Zoubir Arous (Professor, University of Algiers-2, Algeria)
―Chairperson―
Takayuki Yokota (Associate Professor, Nihon University, Japan)
Session 1-2
The Shariʻa Courts and the Imperial Ruling System
―Convenor―
Nobuaki Kondo (Professor, Tokyo University of Foreign Studies, 
Japan) 
―Speakers―
1. Kenneth Cuno (Professor, University of Illinois at Urbana-
Champaign, U.S.A.)
Claiming Heirship: A Litigant Strategy in the Shariʻa Courts 
of Nineteenth-century Egypt
2. Vladimir Bobrovnikov (Research Fellow, Institute of Oriental 
Studies, Russian Academy of Sciences, Russia)
Shariʻa Justice in the Service of Empire: The Military-Native 
Administration in Russia’s Caucasus, 1860-1917
3.  Yoichi Yajima (Professor, Nara Women’s University, Japan)
Islamic Courts and Russian Courts in Russian Turkestan
4. Naoko Kuwahara (Associate Professor, Fukuyama City 
University, Japan)
The Institutionalization of Islam, Shariah and the Shariah 
Court in Colonial Malaya
Session 2-1
Interpretations, Practice, and Politics of Modern 
Halal Matters
―Convenor―
Yukari Sai (Adjunct Researcher, Waseda University, Japan)
―Speakers―
1. Md Nasrudin Md Akhir (Associate Professor, University of 
Malaya, Malaysia) and Siti Rohaini Kasim (Executive Officer, 
University of Malaya, Malaysia)
New Paradigms for Halal Compliance: A Case for ‘Halal 
Executives’
2. Shin Yasuda (Lecturer, Teikyo University, Japan)
Redefining Halal in Japan: Bridging Host and Guest Values 
in the Japanese Tourism Industry
3. Yukari Sai (Adjunct Researcher, Waseda University, Japan)
Halal Food Regulation and Consumption in China
―Discussant/Chairperson―
Florence Bergeaud-Blackler (Institut de Recherche et d’Etude 
sur le Monde Arabe et Musulman, Centre National de la Re-
cherche Scientifique, France)
Session 2-2
Rethinking Jerusalem as the Crossroads of the 
“East” and “West”
―Convenor―
Akira Usuki (Professor, Japan Women’s University, Japan)
―Speakers―
1. Ali Qleibo (Professor, Al-Quds University, Palestine)
El-Khader /Mar Jiries: The Triumph of Order over Chaos
2. Mi-Jung Hong (Assistant Professor, DanKook University, 
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Dietary Rules and the Halal Food Industry 
Kie Inoue (The University of Tokyo) 
Images of Tawḥīd in al-Hallāj’s Ṭawāsīn
Yuki Tanaka (Kyushu University) 
A Study of the Libyan Authoritarian Regime: Focusing on the 
Continuity and Transformation of Political Elites from the 
Kingdom to the RCC
Haruo Inoue (Kyoto University) 
Confluence of Indian and Persian Music Cultures: the Case 
of Kashmiri Ṣūfyāna mūsīqī
  Closing Remarks  
Thierry Zarcone (Research Director, Centre National de la 
Recherche Scientifique, France)
Masatoshi Kisaichi (Director, IAS Center at Sophia University, 
Japan)
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2. Shabo Talay (Professor, Freie Universität Berlin, Germany)
Lingusitic Genocide: The Case of Aramaic during the Sayfo 
of 1915
3. Naures Atto (Postdoctoral Fellow, University of Cambridge, 
U.K.)
Diaspora Assyrians and the Perceptions of Homeland
―Discussant―
Hidemi Takahashi (Professor, University of Tokyo, Japan)
―Chairperson―
Cyril Veliath (Professor, Sophia University, Japan)
Session 5-1
Transformation of Islamic Tales in Modern 
Southeast Asia: Local and Global Dynamism in 
Their Reshaping and Purification
―Convenor―
Midori Kawashima (Professor, Sophia University, Japan)
―Speakers―
1. Yumi Sugahara (Associate Professor, Osaka University, 
Japan)
Transformation of the Isra’ Miʻraj Story in Modern Southeast 
Asia
2. Akashi Moteki (Research Fellow, Sophia University, Japan)
The Commentary of Aḥmad al-Dardīr Concerning the Story 
of the Miʻrāj of the Prophet by Najm al-Dīn al-Ghayṭī 
3. Pramono (Lecturer, Andalas University, Indonesia)
The Poetical Polemics on Mawlid in Minangkabau: 
Transcendental Values and Local Culture
4. Midori Kawashima (Professor, Sophia University, Japan)
Tales of the Hereafter and Morality for Women: Reshaping 
Maranao Texts in Mindanao, Philippines, from the 1930s to 
1970s
―Discussant―
Edwin Wieringa (Professor, Universität zu Köln, Germany)
―Chairperson―
Kazuhiro Arai (Associate Professor, Keio University, Japan)
Session 5-2
Rethinking the Pre-Modern Islamic States
―Convenor―
Kazuhiro Shimizu (Professor, Kyushu University, Japan)
―Speakers―
1. Kazuhiro Shimizu (Professor, Kyushu University, Japan)
The Color Black under the Abbasid Caliphate
2. Ayumi Yanagiya (Research fellow, Toyo-Bunko, Japan)
Domestic Caliphs in 14th-century Maghreb and al-Andalus: 
An Understanding of “Caliph” by Intellectual Ibn Khaldun 
and His Contemporaries
3. Jun’ichi Taniguchi (Professor, Kyoto Women’s University, 
Japan)
The Worldview of the Bahri Mamluks as shown in Diplomatic 
Correspondence
―Discussant―
Essam Fahim (Teaching Fellow, Lahore University of Management 
Sciences, Pakistan)
―Chairperson―
Kentaro Sato (Associate Professor, Hokkaido University, Japan)
  Poster Session  
Yui Kanda (JSPS, the University of Tokyo)
Safavid Ceramic Tombstones: Reconstruction of Funerary 
Practice in 17th Century Iran 
Ichiro Ozawa (Sophia University)
 Arms Transfer into Modern Iran and Its Impact: An 
Overview
Emiko Sunaga (JSPS, Osaka University)
Roots of Contemporary Islamic Economics: A Chronology of 
Texts on Banking Interest Sūd in Urdu
Sumito Mizusawa (Kyoto University) 
Pedagogy for a “New Muslim Community”: A Case Study of 
An ̲ juman Ḥimāyat-e Islām in the Nineteenth-Century Punjab 
of British India
Maiko Noguchi (Ochanomizu University)
The Activities and Role of the Maghribi Ulama under the 
Early Almoravids
Kensuke Yamamoto (Kyoto University) 
Jerusalem Problem in Contemporary Perspective: Status 
Quo, Internationalization, and Specifying the Sacred Sites 
Takuya Moriyama (Doshisha University) 
Rethinking Turkey’s Nuclear Project: What is the Problem?
Tatsuro Futatsuyama (Kyoto University) 
Treatment of Qur’ānic Commodities: A Case Study of 
Tunisian Interior Ornaments
Yuta Arai (Waseda University) 
‘Aṣabīya in the Historical Narrative: An Analysis of the Kitāb 
al-‘Ibar
Kyoko Shiga (Doshisha University) 
Turkish Immigrants’ Social Capital for Adaptation into New 
York City
Ai Kawamura (JSPS, Kyoto University) 
Islamic Finance Dispute Resolution Systems: The Dubai 
Approach and the Malaysian Model
Khashan Ammar (Kyoto University) 
The Islamic Prohibition of Khamr (Intoxicants) in 
Perspective: Historical and Contemporary Implications for 
